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研究成果の概要 

本研究は異方性のある結晶面の発達した可視光応答型酸窒化物光触媒微粒子を調製し、それ

に助触媒をサイト選択的に共担持することで電子・正孔の能動的分離輸送を可能とし、高効率な

可視光水分解反応を実現することを目的としている。2022年度は、Ta系ペロブスカイト型酸窒化物

光触媒に対する助触媒の共担持が電荷輸送の制御と光触媒活性の向上に有効であることを実証

することを目標に研究を進めた。並行して、異方的な結晶構造を有する窒化ガリウム酸化亜鉛固

溶体（GaN:ZnO）微粒子の合成法の改良を進め、助触媒の共担持効果を光触媒的・光電気化学

的水分解反応活性から検討した。 

Mｇドープ BaTaO2N（BaTaO2N:Mg）に対し、Pt を含浸法で担持した後に FeOx を酸化的に光電

着担持すると、硝酸銀水溶液からの酸素生成活性が相乗的に向上した。FeOx 助触媒の担持機構

の解明に向けて各種対照実験を行い、BaTaO2N:Mg に対して FeOx 助触媒を酸化的に光電着担

持するには、励起電子を速やかに消費して酸化反応を促進する必要があることを明らかにした 1)。

しかし、Ta 系ペロブスカイト型酸窒化物光触媒に還元助触媒と酸化助触媒をサイト選択的に共担

持することはできなかった。また、水素生成活性はかえって低下するなど当初想定していなかった

問題も判明し、サイト選択的な助触媒担持の有効性の概念実証には課題を残した。 

Ta系ペロブスカイト型酸窒化物に代わる光触媒材料としてウルツ鉱型のGaN:ZnOに着目し、組

成や粒子形態の制御に取り組んだ。真空封管法で合成した長波長応答型の GaN:ZnO は、水素

生成助触媒を光電着法で担持することで可視光水分解反応に活性を示すこと、酸素生成助触媒

を追加で光電着担持することで水分解活性が向上することを見出した。光電極を用いた計測から、

CoOxが酸素生成反応過程を促進していることを確認した。 
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